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研究成果の概要（和文）：宮城県栗原市においてジオパークのジオサイトとして保存されている荒砥沢地すべり
をはじめとする地学的自然遺産は，2008年の岩手・宮城内陸地震時に出現した．荒砥沢地すべりは，2011年の東
北地方太平洋沖地震時には，事前に治山事業として頭部の排土が行われていたため，大きな地形変化はなかっ
た．一方で，地すべり地形そのものが，主に，表層堆積物や軟岩で構成されているため，その形態は変化し続け
ている．地すべり地形を地学的自然遺産として保存する場合には，出現後の地形変化も含めて行われるべきもの
である，特に日本列島では地形の変化速度は速いため，保護のための地形変化の記録（モニタリング）が必須で
ある．

研究成果の概要（英文）：The geomorphological heritage, including the Aratozawa landslide, which is 
preserved as a Geosite in Mt. Kurikoma Area Geopark, Miyagi Prefecture, appeared during the 
Iwate-Miyagi Nairiku Earthquake in 2008. The Aratozawa landslide did not undergo any major landform 
change at the time of the 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earthquake because the head of the 
landslide had been cleared in advance as part of a landslide control project. On the other hand, 
landslide landforms are composed of surface sediments and soft rocks, and their morphology is 
continuously changing. When preserving landslide landforms as geomorphological heritage, the 
landform changes after their emergence should be included.

研究分野：自然地理学

キーワード： 地形遺産　ジオモルフォサイト　地すべり地形　震災遺構　ジオパーク　ジオサイト

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
生物に関する保護・保全の方法論は，多くの実践があり，その方法論についても多くの議論がある．一方で，地
形の保存に関しては，その実践が少ない．また，保護すべき地形は，地質露頭といった地質遺産と保護の方法論
が異なるものであるが，その議論も十分ではない．本研究によって，状態が変化しやすい地形についての保護の
方法についての議論がすすんだ．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 価値が認められ保護の対象となっている自然には，地学的自然遺産のほか，生物学的な自然遺
産がある．特に生物種は，古くから自然保護の対象となっていたものであり，その管理方法は，
保全生態学，保全生物学という分野で議論されている．また，彫刻や絵画，建築物等の文化財は，
文化財保存・修復科学という分野があり，その保存，修復の方法については科学的知見の蓄積が
ある．一方，科学的価値を持つ地形や地質の露頭などの地学的自然遺産の管理についての議論は
現在，世界的に進められるようになったばかりである．そうした議論を受けて，日本でも「ジオ
ダイバーシティ」に関する議論や評価が行われてきた．また，以前より「地形のレッドデータブ
ック」の実践など，地学的自然遺産の保護に関する実践も進められてきた．こうした議論のなか
で，自然災害によって被害を受けた地学的自然遺産の管理についての議論は，ほとんどすすんで
いない．生物学における自然遺産の保護の実践においては，その対象となるものが動的なもので
あるという認識があるため，議論が盛んであるが，地学的事象，特に地形の保護の実践に関して
は，それが動的なものであるという認識が不十分である．  
 
２．研究の目的 
 本研究では，地学的自然遺産が，どのようは環境の変動により生じたものであるのか，また，
それが，どのように自然遺産となったか，そして，過去にどのような自然災害の被害を受け，そ
れに対してどのような対応が取られてきたのかを，地形変化という自然科学的側面と，その管理
の状態という人文・社会科学的側面から調査を行い，それらを整理することにより，湿潤変動帯
である日本列島における，地学的自然遺産の管理のあり方について考察する． 
 
３．研究の方法 
 本研究では， 2008年に発生した「平成 20年岩手・宮城内陸地震」で生じた斜面変動の痕跡
が，それぞれどのような性質を持つものであるのか，また，どのように地学的自然遺産と認めら
れるようになったのか，その後どのように管理されているのかを，地形変化という自然科学的側
面と，その管理の状態という人文・社会科学的側面から調査を行い，それらを整理する． 
 
４．研究成果 
 2008年に「平成 20年岩手・宮城内陸地震」により多くの地殻変動，斜面変動が発生した栗原
市において，どのように地学的自然遺産の保護が進められてきたかを調査した．この地震で発生
した荒砥沢地すべりが保護されるようになったのは，栗原市の行政職員が，地すべり地形研究者
を座長とした復興計画立案の会議が進行する中で，その研究者，政治家（首長）の理解をとりつ
け，地すべり地形をできるだけ現状のまま残し，ジオパークという枠組みのなかで保存していく
ようにしたためである．この荒砥沢地すべり以外にも，栗原市と一関市には，地殻変動の痕跡が
数多く出現し，それらは発災後の地学的研究において調査の対象となり，多くのものが学術論文
に記載された．しかし，それらは 2022 年現在では，栗駒山麓ジオパークのジオサイトとされて
いる場所を除くと，修復され，その痕跡は残っていない．岩手・宮城内陸地震の痕跡は，荒砥沢
地すべりや，一関の祭畤大橋など，ごく限られたものである．斜面変動，地殻変動の痕跡は，研
究者はその価値を見出しているが，その価値を，社会が認めているわけではないので，それを残
すか否か，ほとんど議論されていないという状況である． 
 ジオサイトとして残された荒砥沢地すべりは，その保護と管理のあり方について慎重に検討
が行われながら現在に至っている．この活動は，地域の自治体やそれに協力する研究者によって
担われており，この地域独自の活動といえる．こうしたジオパークの仕組みを活用して地学的自
然遺産の管理を考えている地域はまれであり，ジオパークがイニシアティブを取っている例と
しては，日本国内では本例のみであるといえる． 
 大規模地すべりの地形を残すことに成功した栗原市（栗駒山麓ジオパーク）であったが，その
地すべりを構成している地層は，表層の堆積物と，基盤となる溶岩，湖成堆積物だり，溶岩以外
の地層では，その表面の侵食がすすみ，地形変化が年々進んでいる．現在，このような状況に対
して，変化しつつある過程を記録することが必要であると思われるが，そうした制度（予算）は
なく，適切な対応ができていないという状況である．こうした，軟らかい地層からなる地形の保
護の状況を調べるため，濃尾地震で動き，その後のトレンチ調査でその露頭が観察できるように
なった根尾谷断層，兵庫県南部地震で出現した野島断層の保護施設の見学と関係者への聞き取
りを行った．大型の施設が設置されているため，地形，露頭の劣化は最小限に保たれているが，
一方でその維持管理の経費が管理者にとって負担となっている． 
 自然災害の痕跡である地形は，文化財であり，その保護の社会的な意義は大きいといえよう．
その価値を理解している研究者は，そうしたことを啓蒙し，社会的に保護が進むようにする必要
がある．社会の理解を深めるためには，学校教育だけではなく，専門家から非専門家への情報発
信が必要であり，その実践例は，共有されることで，質，量の向上が図れる．そうした実践につ
いて，これまでの地形学的内容のノンフォーマル教育・インフォーマル教育の実践とその効果に



ついて，整理をした． 
 2024 年 1 月には，能登半島地震が発生し，新たに，そこで出現した地表変状の痕跡について
も，その保全が可能か否かを判断するため，現地調査を開始している． 
 全体の研究成果をまとめると，1）地震時に発生した斜面の変状は，地球科学的価値があった
としても，人間の生活圏内のものであれば，復興の過程で消失してしまう．2）何を保護するの
かが社会全体で共有されていないので，今後その議論が必要．以上の 2点である．それを踏まえ
ると，日本列島における地形学的に評価される自然遺産の保護・保全の意義は，生物多様性の基
盤であるということとともに，自然災害の痕跡の可視化であるといえる． 
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